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「底本を決めたら、まず 2 回から 3 回分の授業で講読をします。そこでちゃん
とストーリーが分かりますから、今度は学生達が分担して台本を作ります。
ナレーションも入りますが、ナレーションばかりでは劇にならないので、底 













大体 A4 で 7 枚～8 枚くらいになります。演じれば 40 分ほどです。面白いの
は、別々の年に同じ底本を選んでも、学生が違えば全く違う台本になること
です。ストーリーは一緒でも台本が違いますし、登場人物の性格などについ
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同窓会自体の人数も多くて、1 期から 11 期まで、各学年 10 人近く来ること
もありますから、70～100 人は集まります。インドネシア語専攻は縦の繋が
りもかなり強いのです。」 
 
― うかがっていると、学生たちはこの語劇を通して随分色々なことを勉強
できるのですね。 
「そうですね。まずインドネシア語講読。それからインドネシア語作文。イン
ドネシア語から日本語への翻訳。インドネシア語の暗唱。語劇を演じるとい
うことは、語学学習の相当な部分を網羅することでもあります。そしてクラ
スの中での団結力が強まり、縦の繋がりにまで発展するわけで、総合的に良
いことづくめです。」 
 
― しかしご指導は大変でしょう。 
「もちろんです。語劇をやっている所はどこもそうだと思いますが、教員が相
当頑張らないとできないことです。インドネシア語専攻の場合は皆川先生も
いらっしゃるし、語学専任の先生方にも恵まれているのでできるのですが、
そうでなければ無理でしょうね。私一人では到底できないことです。」 
 
3. おわりに 
 
インドネシア語劇では、台本作成から学生が主体的に関わることによって、
語学学習の上で大きな効果が生じるようである。身体的な表現に関心がある
学生にとって、演劇は興味を持ちやすいかもしれない。語学学習における語
劇のみならず、さまざまなジャンルの教育において、演劇的アプローチは大
きな可能性を秘めているのではないだろうか。 
